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2月6日：国道福井県北部の国道8号
では坂井市からあわら市の10 km区
間で車約1500台が立ち往生し、福井
県は自衛隊に災害派遣を要請
JR西日本北陸本線の金沢駅 - 敦賀
駅間では始発から終日運転を見合
わせ、サンダーバードなど特急88本
と普通列車146本が運休。
北陸自動車道：富山県と福井県の間
で通行止。
2月7日：JR西日本は前日に引き続
き金沢駅 - 敦賀駅間で全列車終日
運転を見合わせ。
小松空港でも終日全便欠航

平成30年北陸豪雪の概要

平成30年2月7日の積雪量

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
平成30年2月5日から8日に、北陸地方西部の福井県嶺北地方・石川県加賀地方を中心に記録的な大雪となった。特に福井では7日、積雪が147 cmに達し、1981年の『五六豪雪』以来37年ぶりの記録福井県北部の国道8号では2月6日、坂井市からあわら市の10 km区間で車約1500台が立ち往生し、福井県は自衛隊に災害派遣を要請し、災害対策本部を設置した。坂井市内の国道364号では雪山に乗り上げた車に乗っていた男性が一酸化炭素中毒で死亡した[42]。国道8号の立ち往生は9日未明まで続いた[43]。福井県内では6日、多くの小中高校、大学が臨時休校の措置をとり[12][44]、多くは13日まで休校が続いた[45]。福井市で車に乗っていた男性が一酸化炭素中毒で死亡、福井・石川・富山の北陸三県では雪降ろし中の転落事故などで27人が重軽傷を負った[46][47]。2月7日の朝の時点では、4日以降の大雪で新潟・富山・石川・福井の4県で合計34人が重軽傷を負った[48]。福井県内では物流の遮断によりスーパーやコンビニで品薄状態になったほか、ガソリンスタンドでも燃料が不足し給油制限が行われた[3]。2月6日、西日本旅客鉄道（JR西日本）北陸本線の金沢駅 - 敦賀駅間では始発から終日運転を見合わせ[41][49]、サンダーバードなど特急88本と普通列車146本が運休となった[39]。北陸自動車道では富山県と福井県の間で通行止めとなった[39]。2月7日、JR西日本は前日に引き続き金沢駅 - 敦賀駅間で全列車終日運転を見合わせた[48][50]。小松空港でも終日全便が欠航となった[51]。



調査の概要

• 調査期間：平成30年4月23日～5月31日

• 調査内容：患者・職員の来院状況、連絡体制や外部との連携に
ついて、患者指導と看護介入について、今後の課題について

• 調査対象：石川県（42施設）・福井県（28施設）の透析施設

• 回答施設：70施設中54施設

• 調査方法：独自に作成した調査用紙を使用

• 倫理的配慮：施設名や個人が特定されないようにし、回答を持って
承諾を得たものとした



調査対象施設の形体

63%

30%

7%

病院

クリニック

未記入

結果

n=54



１．今年の雪害で患者様への来院が遅れた
り、来院できなかった例はあったか

n=54

約９割の施設で
患者様の調整が

必要な状況

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
石川と福井の透析患者数は約5000人



２．１で「あった」と応えられた48施設へ。来院で
きなかった（遅れた）患者にどのように連絡をとっ
たか

複数回答あり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント患者側から遅れると連絡があった包括支援センターに連絡し安否確認をしてもらった送迎車を利用している人の玄関まで入れず、運転手が除雪して１時間遅れで来院した人がいる本人・家族より連絡があった遅れてくることを本人・家族又は送迎業者から連絡があったため当院からは連絡することは無かった。来院できない人はいなかった



３．１で「あった」と応えられた48施設へ。来院で
きなかった（遅れた）患者に、どのようにシフトを
調整しましたか

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント夜間透析の患者に関しては、午後の早い時間に変更した通院困難と思われる患者に関してはレスパイト入院で対応した通院困難な患者に緊急避難として病床を提供した通院が極めて困難な患者さんは入院で対応した高カリウムで１人で緊急搬送され、予定日の夜透析週３回透析を週２回に変更した（４３人）



４．１で「あった」と答えられた48施設へ。来
院不能な患者様の対応は何日続きましたか

n=48



患者様の状況と対応についてのまとめ

• 約９割の施設で患者様が来院困難な状況が存在し、調整が必要な
状況であった

• 患者様の来院困難は、３日で半数の施設が、１週間でほぼ全施設で
解消されたが、長い施設では１４日間継続された例もあった

• シフト調整については、当日に時間調整で対応した症例が多いが、
翌日にずらしたり、１回透析をしないなどの調整もおこなった患者様
も存在した

• 入院の対応を行った施設もあった



５．災害に備えて、患者様に対し透析不能な
場合の指導は実施しましたか



６「指導した」とお答えの方へ、
指導の内容を教えて下さい

複数回答あり



６．「連絡・来院方法」で指導した具体的内容



６．「食事指導」の具体的内容

複数回答あり



その他の指導内容

・災害時ダイヤルの使い方や利用後の行動

・災害時の心構え、持ち出し品について

・災害カードの作成（ＤＷ、シャント肢、

血液型、感染症、生年月日）

・食事調達、通院手段がない場合、役所に

相談

・排便調整（体重増加を最小限に留める）



実施していないと答えた施設の返答

• 日頃の来院不可能な場合の事前連絡を指導しており、特に
改めてはしなかった

• 患者様と共に年に１回は災害訓練を実施している。その中で
適宜個人対応をしているのみ

• 地震などの災害に備えてのパンフレットを渡している

• 毎年、災害時訓練の学習会で説明している

• 内服に関しては災害で予備確認を２回したが今年のような大
雪のように透析不能時の指導は出来ていなかった。災害伝言
ダイヤルも実施しているが実施患者は少ない



患者様に対し透析不能な場合の指導につい
てのまとめ

•アンケートに答えた施設の過半数が、透析不能に
なった場合の指導を行っていた。

•指導内容は「食事指導」は３５施設、「連絡の必要性」
は１２施設と大半を占めていた。

•指導は実施していないと答えた施設では、定期的な
災害訓練は行っていたが雪害ということでは、特に改
めてはしていないという施設があった。



７．今年の雪害でスタッフの来院が遅れたり、
来院できなかったりした例はありましたか

78%

20%

2%

あった

なかった

その他

n=54



８．７で「あった」と答えられた43施設へ。ス
タッフ調整はどのように行いましたか

67%
9%

20%

4%
欠員のまま業務を

行った

院内のスタッフに応

援を要請した

その他

未記入

n=43

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント患者も来院できなかったため、欠員のままで業務した遅刻することはあったが１日欠員という状態は無かった通院が困難なスタッフは病院に宿泊して勤務した。通勤可能なスタッフは休みを返上して勤務にあたった。徒歩通勤３０分～２．３時間掛けて通勤するスタッフもいた。遅刻者はいたものの、欠勤者はいなかったため問題は無かった遅れたが業務に支障は無かった休日のスタッフの自発出勤。



９．「あった」と答えられた43施設へ。スタッフ
不足は何日間続きましたか

n=43



スタッフの状況と対応についてのまとめ

• 約９割の施設でスタッフが来院困難な状況が存在し、調整が必要な
状況であった

• スタッフの来院困難は、半数の施設では１～2日程度でほぼ解消さ
れたが、長い施設では１４日間継続された施設もあった

• 欠員のまま業務を行っていた施設は７割弱であった



１０．物資の不足や到着遅延で問題は生じ
たか

18%

76%

6%

あった

なかった

未記入

n=54

納品遅延
他施設からの資源
の借用
他院からの透析患
者受け入れを中止し
た

災害時用の備蓄を
使用

酸素の不足の恐れ
があった

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ダイアライザーの納品が遅れた不足ぎりぎりに搬入されて、問い合わせた。（他の支店より持参したとのこと）薬品搬送が遅れた総合病院では入院中の患者は個人機のためカーボスターを使用。供給が無かったため、他病院から借りた。（クリニックでは物資の不足などはなかった）酸素が無くなりそうであったがぎりぎりで供給された透析液の搬入が未定となったため、他院からの受け入れをstopした業者も来院できず透析液の到着が遅れ、不足の状態となったがギリギリ間に合い完全になくなったことはなかった。スタッフの心理的な不安が大きかった到着遅れはあったが災害時用の備蓄があり、問題は無かった



１１．外部へ情報発信は実施しましたか

26%

63%

5%
6%

実施した

実施しなかった

その他

未記入

n=54

５施設は、透析ネットワークや
県庁からの問い合わせに、情

報発信していた

１４施設が自発的に
情報発信していた



連絡の方法

複数回答あり

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント院内での災害に対してのとりまとめがあった。そこでまとめにて報告されると思われる県のネットワーク（透析災害ネットワーク）から問いあわせあり。その問い合わせで連絡は出来た。県の災害対策本部より毎日電話があり、近況報告した日々の業務をこなすことで精一杯だった。県庁や日本透析遺戒からの問い合わせには戸の都度返答した県庁から連絡がきた



１３．今後、災害に備え（雪害以外も含め）ど
のようなことに取り組む必要があるか
• 患者、スタッフの通院・通勤手段の確保（入院などベッドの確保）、近
隣施設との連携

• 病院と患者が確実に連絡を取り合える体制作り

• 近距離範囲内での透析治療、臨時受け入れ透析ネットワーク強化

• 行政との連携

• TVやラジオでも積雪や公共交通機関の情報が多いだけで、その他
の情報は少なかった。医療機関の情報の発信が必要。

• 普段より患者への指導が大切

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
フリーコメント通院困難患者で入院希望者が続出したが病床不足で全ての人の入院受け入れはできなかったｸﾘﾆｯｸ病棟を患者様の宿泊用に提供。宅配弁当などで対応した入院患者を優先でＨＤ開始し、遅れてくる方を午後ＨＤにした患者に救急車を要請するように連絡したケアマネを通じて、区長さんに連絡し除雪に協力していただき再度介護タクシーに連絡を入れ送迎したデータが問題ない患者はHD短縮近隣市へ通院中の患者が通院不能のため、当院にて入院透析を行った（2名の受け入れ約1週間）災害伝言ダイヤルの活用→今回災害発令が遅かったため、電話対応による混乱となった



考察・今後の課題

• 地震、火災のマニュアルはどの施設でも整備されているが大雪への対策
に流用出来る内容を盛り込む必要がある

• 大雪による患者の不安や焦燥軽減の為にも災害時の迅速な対応は必要
であり、患者・介護者との通院手段、連絡方法の強化が必要

• 透析患者にとって、透析困難な状況は生命に関わる重要なことであり、普
段からの災害時に対応できる災害カードの作成や患者指導の充実が必
要

• スタッフの来院困難に対し、シフト変更やベッドコントロール、業務分担な
ど、迅速なマネジメントが必要

• 今後、北陸地方での雪害は想定内であり、次回に活かすためにも、問題
点や取り組み事項を共有する場が必要
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